
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型超
 

取 

この

 ●適応機

  ■US－

  ■US－

超音波

 扱

のたびは、大型

お使い

機種 

－35AS   

－100AS  

 

波洗浄機

扱  説

型超音波洗浄

いになる前にこ

お読みに

■US－50A

     

漏電遮断器

株式

機 US

説 明

浄機 US-AS シ

この取扱説明

なった後は、

AS   ■

     

リットル

時間・エラー表示

手動

自動

Ultrasonic Cleane

洗浄 すすぎ 仕上げ

表示切替 給水 排水

ＵＳ-ＡＳ
設定

分

スタート
ストップ

式会社エ

S-AS シ

明

シリーズをお買

明書をよくお読

いつもお手元

 

■

■各

■操

■使

 

 

 

 

 2

 

 

 3

 

 

 

 

 

 

■

■修

■

■仕

■保

US－75AS

     

er

エスエヌ

シリーズ

書

買い上げいた

読みいただき

元においてご

安全上のご

各部の名称

操作パネル

使い方・・

1.設置 

（1）設置場

（2）排水ホ

（3）給水配

2.準備 

（1）電源コ

（2）洗浄物

3.運転 

操作概略

電源の投

手動運転

自動運転

ご注意・

エラー表

トラブルシ

修理サービ

メンテナン

仕様・・・

保証書・・

 AC 100 V

AC 200 V

ヌディ 

ズ 

書

ただきましてあ

、正しくお使い

ご利用ください

＜目 

ご注意・・・

称・・・・・

ル・漏電遮断

・・・・・

場所 ・・・

ホースの接続

配管の接続 

コードの接続

物の投入 ・

略フロー・・

投入・自動運

転・・・・・

転の設定・運

・・・・・

表示について

シューティン

ビス・・・・

ンス・・・・

・・・・・

・・・・・

（単相） 

ありがとうござ

いください。 

い。 

次＞ 

・・・・・

・・・・・

断器・・・・

・・・・・

・・・・・

続 ・・・・

・・・・・

続 ・・・・

・・・・・

・・・・・

運転・・・・

・・・・・

運転の終了・

・・・・・

て・・・・・

ング・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

ざいます。

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・
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・1 
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安

●ここに示した

財産への損害

●表示と意味は

 
警

 
注

 ＊物的損害

●図記号の説明

 
注

 
発

 
感

 
禁

 
火

 ＊具体的な

安全上

た警告サイン

害を未然に防止

は次のように

警告 
誤っ

内容

注意 
誤っ

内容

害とは、本装置

明 

注意（警告を含

発火注意 

感電注意 

禁止（してはい

火気厳禁 

な注意内容は、

上のご注

と図記号の例

止するための

なっています

った取扱いをす

容を示します。

った取扱いをす

容を示します。

置のみならず他

含む） 

いけないこと）

図記号の近く

 

注意 ■必

例は、製品を安

ものです。

。 

すると、人が死

 

すると、人が障

 

他の機器類、設

 

くに文章や絵で

必ずお守り

1

安全に正しくお

死亡または重傷

障害を負ったり

設備への拡大損

で示します。

下さい■

お使いいただき

傷を負う可能性

り、物的損害の

損害を示します

接触禁止

分解禁止

指示（必

電源プラ

必ずアー

き、お使いにな

性が想定される

の発生が想定さ

す。 

止 

止 

必ず守ること）

ラグをコンセン

ース線を接続す

なる人や他の人

る 

される 

 

ントから抜く 

する 

人々への危害、、 



 

 

 

 

 

 

 

 

安

 

指定さ

■US-

■US-

・消費

容量

・火災

 

必ず接

・アー

・アー

 

アース

・保護

・火災

・詳し

 

プラグ

れた手

・感電

 

漏電遮

・感電

 

漏電遮

・火災

 

揮発性

・中毒

※本機

 

可燃性

・引火

※本機

 

屋外に

・火災

 

運転中

・洗浄

 

給水口

・コッ

 
警告

安全上

された電源に必

-35AS、50AS、

-100AS … AC 

費電力は仕様の

量の確保できる

災や漏電、故障

接地（ D種接

ースを接続しな

ースを接続しな

ス線およびアー

護されていない

災や故障の原因

しくは販売店ま

グをコンセン

手で抜き差しし

電やけがをする

遮断器は、濡れ

電やけがをする

遮断器は、硬い

災や感電、故障

性の洗浄液など

毒など人体に悪

機は防爆構造で

性の液体やガス

火、爆発、火災

機は防爆構造で

に設置しない。

災や感電、故障

中に本機を移動

浄槽内の液が飛

口の配管を持っ

ックや配管が破

告 

上のご注

必ず単独で接続

75AS … AC 1

200 V（単相）

の欄に記載して

る電源を使用

障の原因にな

地工事のアー

ないと火災や感

ないと他の機器

ース端子は、漏

い他の機器が漏

因になります。

または電気工事

トから抜くと

しない。 

る恐れがありま

れた手で操作

る恐れがありま

い物や尖った物

障、破損の原因

どを使用する際

悪影響を及ぼす

ではありません

スの近くでは絶

災の危険があ

ではありません

。本機に水をか

障の原因とな

動させない。 

飛び出し、シ

って本機を持ち

破損し、故障の

 

注意  

続する。 

100 V 15 A以上

）15 A以上( D

てあります。

してください。

ります。 

ース）に接続す

感電、故障の原

器への雑音の原

漏電遮断器で保

漏電した場合、

。 

事店にご相談

きや電源コー

ます。 

しない。 

ます。 

物で押さない

因となります。

際は、室内の換

す危険がありま

ん。 

絶対に使用し

ります。 

ん。 

かけての丸洗

ります。 

ョート、感電、

ち上げない。

の原因になりま

2

上（ D種接地

D種接地工事の

。 

する。 

原因となりま

原因となりま

保護されてい

、本装置に危

ください。 

ードを設備側の

。物をぶつけ

。 

換気に充分注

ます。 

ない。 

洗いは絶対にし

、火災、火傷

または移動さ

ます。 

地工事のアース

のアース付き)

す。 

す。 

いない他の機器

危険電圧がかか

のブレーカから

けない。 

注意する。 

しない。 

傷の原因になり

せない。 

付き）の電源

の電源 

器と共用しない

かります。 

ら外すときは、

ます。 

源 
 

 

い。 

、濡 
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×

×

×
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×

×

×

×

×



 

 

 

 

 

 

 

安

 

本機洗

洗浄液

・有機

・pHに

・本機

※お客

認の

 

本機内

・感電

 

本機に

・ショ

 

改造や

・火災

・修理

 

排水口

・配管

・販売

 

電源プ

・ショ

 

電源コ

・ショ

 

洗浄槽

洗浄中

・異常

 

電源コ

・ショ

 

最低水

・最低

 

無人の

・不具

安全上

 
警告

洗浄槽へ洗浄液

液を使用しない

機溶剤を使用す

に関係なく使用

機の材質は仕様

客様のご責任で

の上ご使用下さ

内部にピンなど

電やショート、

に水をかけない

ョート、感電、

や自分での修理

災や感電の原因

理は販売店にご

口がつまったと

管が破損し、漏

売店にご相談く

プラグの傷み

ョート、感電

コードにピンや

ョート、感電、

槽に水が入って

中は絶対に排水

常加熱し、やけ

コードの傷み

ョート、感電

水位（洗浄槽底

低水位以下の場

の場所で本機の

具合が生じた際

上のご注

告 

液を直接入れる

い。 

すると、破損や

用する洗浄液

様の項目に記載

でその他の洗浄

さい。 

どの金属物や異

、故障の原因と

い。また、洗浄

、火災の原因に

理は絶対にしな

因となります。

ご相談下さい。

ときは棒などで

漏水、ショー

ください。 

み、およびコン

電、火災の原因

やゴミを付着

、火災の原因に

ていない状態で

水をしない。 

けどや故障の原

み、被覆に亀裂

電、火災の原因

底面より水深

場合は、超音波

の使用はしない

際、本機をその

 

注意  

る場合は、弊社

や爆発の恐れが

液によっては、

載しています。

浄液を使用する

異物を入れな

となります。

浄槽から水を

になります。

ない。 

。 

。 

でつつかない

ト、感電、火災

ンセントの差

因になります。

させたまま使用

になります。

では絶対に使用

原因になります

裂があるときは

因になります。

100 mm）以上

波振動子の破損

いこと。 

のまま放置する

3

弊社製洗浄液 U

があります。

本機の破損や

。 

る場合は、必ず

い。 

あふれさせな

。 

災の原因にな

差込みがゆるい

。 

使用しない。

使用しない。（空

す。 

は使用しない。

。 

上は、水を必ず

損、故障の原

ると火災の恐

USC-700 シリー

や故障の原因に

ず使用する洗浄

ない。 

ります。 

いときは使用

空焚き） 

。 

ず入れる。 

因になります

恐れがあります

ーズ及び、水以

になります。 

浄液のメーカに

しない。 

す。 

す。 

以外の

にご確
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×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×



 

 

 

 

 

 

 

 

安

 

使用中

・やけ

 

使用後

・OFF

 

漏電遮

・漏電

 機器

確認

・漏電

 

漏電遮

・月に

 漏電

 ※通

 

長期間

抜く。

・電源

絶縁

・漏電

起こ

 

運転中

・ショ

 

運転中

・ショ

 

電源コ

を抜か

・ショ

・電源

・電源

 

電源コ

束ねた

・絶縁

 

オーバ

・水が

安全上

 
注意

中や使用直後に

けどの恐れがあ

後は、必ず電源

Fしない場合は

遮断器が作動し

電遮断器が作動

器の状態を点検

認を行った上で

電遮断器が時々

遮断器は月に

に1回テストボ

電遮断器が動作

通電されていな

間使用しないと

または、電源

源プラグを入れ

縁劣化による感

電遮断器を切っ

こる可能性があ

中に電源プラグ

ョート、感電、

中に電源コー

ョート、感電、

コード部分を引

かない。 

ョート、感電、

源コードの破損

源コード内部の

コードを傷つけ

たりしない。 

縁劣化による感

バーフローを塞

があふれ、感電

上のご注

意 

に高温部（洗浄

あります。 

源スイッチを

は、絶縁劣化に

したときは、点

動したときは、

検し異常のない

で再使用して

々作動する場合

1回動作確認す

ボタンを押して

作しない場合は

ないと漏電遮断

ときは、必ず漏

源コードを接続

れたまま、また

感電や漏電火災

っていても、電

あります。 

グをコンセン

、火災の原因に

ドを取り外さな

、火災の原因に

引っ張らない。

、火災の原因に

損の原因にな

の電線が断裂

けたり、加工

感電や漏電火災

塞いだ状態や、

電、故障の原因

 

注意  

浄槽）に触れ

OFFする。ま

による感電、漏

点検、動作確認

、漏電、過負荷

いことを確認後

ください。 

合は故障ですの

する。 

て動作確認を行

は故障ですので

断器は作動しま

漏電遮断器の

続しているブ

たは電源コード

災の原因にな

電源コード内は

トから抜かな

になります。

ない。 

になります。

。または、電源

になります。

ります。 

し、ショート、

したり、無理

災の原因にな

、ゴミなどを付

因となります。

4

れない。 

た、漏電遮断

漏電火災の原因

確認をする。

荷、回路のシ

後『入』ボタ

ので使用を中

行ってくださ

で使用を中止

ません。 

『切』を押し

ブレーカを『 O

ドを取りつけた

ります。 

は常に通電さ

い。 

源コード部分

、火災の原因

理に曲げたり、

ります。 

付着させたま

。 

断機もOFFにす

因になります。

ョート等が考

ンを押し、テ

止し、販売店

い。 

止し、販売店に

てから電源プ

OFF 』にする。

たブレーカを

れているため

を引っ張って

となります。

引っ張ったり

まま使用しない

する。 

。 

考えられます。

ストボタンに

店にご相談くだ

にご相談くださ

プラグをコンセ

。 

『 ON 』のまま

め、トラッキン

コンセントか

 

り、ねじったり

い。 

 

 

 

による動作

ださい。 

 

さい。 

 

セントから

まの場合、

ング現象が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からプラグ 

 

 

 

 

 

り、  
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×

×

×

×

×

×

×



 

 

 

 

 

 

 

 

安

 

洗浄物

・洗浄

 

排水口

・排水

 

落下さ

・破損

 

傾いた

・水漏

 

振動の

・故障

 

高温に

・故障

 

湿気や

・ショ

・破損

 

火気を

・火災

 

50 ℃

・故障

 

排水ホ

・排水

 

排水ホ

・水漏

安全上

 
注意

物を投げ入れな

浄槽が変形し、

口につまる恐れ

水ができなくな

させたり、倒し

損や故障の原因

た所に置かない

漏れや故障の原

の激しい所に置

障の原因になり

になる所、直射

障の原因になり

や埃の多い所、

ョートや発熱に

損や故障の原因

を近づけない。

災や変形の原因

℃以上のお湯は

障の原因になり

ホースをつぶし

水ができなくな

ホースを無理に

漏れや破損の原

上のご注

意 

ない。 

、故障の原因に

れのあるゴミは

なります。 

したりしない。

因になります。

い。 

原因となります

置かない。 

ります。 

射日光の当たる

ります。 

、腐食性ガスが

により感電や火

因になります。

。ストーブな

因になります。

は使わない。 

ります。 

したり折曲げた

なります。 

に引っ張るこ

原因となります

 

注意  

になります。

は流さない。

。 

。 

す。 

る所に置かな

が発生する所

火災の原因にな

。 

どの近くには置

。 

たりしない。

とや傷を付け

す。 

5

い。 

所などに置かな

なります。 

は置かない。

ることはしな

ない。 

ない。 
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×
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×
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安

 

規定質

洗浄槽

・洗浄

・洗浄

 

操作ス

・故障

 

操作ス

・破損

 

本機底

・異常

 

排熱用

・異常

・変形

 

超音波

・超音

・洗浄

 

洗浄槽

・洗浄

 

ガラス

・傷を

・破損

 

漆器や

・傷を

 

水で洗

腕時計

・内部

 

洗浄中

・感電

・販売

 

超音波

 

使用前

又、使

 

使用後

安全上

 
注意

質量以上の洗浄

槽の縁に重い物

浄槽やスノコ、

浄物の規定質量

スイッチを強く

障の原因になり

スイッチを硬い

損、故障の原因

底面の放熱口を

常加熱し、故障

用ファンを塞が

常加熱し、やけ

形、破損、ショ

波洗浄中に排水

音波の発振によ

浄槽内の液が無

槽に必ず付属の

浄物を直接入れ

スやアルミなど

を付けたり、破

損してもよい同

や金箔を施した

を付けたり、変

洗うことのでき

計など生活防水

部に水が侵入し

中に異常が発見

電や火災の原因

売店にご相談く

波洗浄機は精密

前には電源コー

使用中は動作を

後は本体、洗浄

上のご注

意 
浄物を入れない

物を乗せない。

、洗浄カゴが破

量は使い方の項

く押さない。 

ります。 

い物や尖った物

因になります。

をふさがない。

障の原因にな

がない。または

けどや故障の原

ョート、漏電の

水を行わない。

よる洗浄槽の異

無くなり、空焚

のスノコ、また

れると洗浄槽を

どを洗浄する

破損の恐れがあ

同等品で、あら

た食器、貴重品

変形、破損の恐

きないものは洗

水規格の製品は

し故障の恐れが

見された場合は

因になります。

ください。 

密部品を内蔵

ードの接続部な

を絶えず監視

浄槽、電源コー

 

注意  

い。 

。 

破損する恐れが

項目に記載して

物で押さない

。 

。 

ります。 

は異物を入れ

原因になります

の原因になりま

。 

異常加熱で、や

焚き動作とな

たは洗浄カゴ

を痛める恐れが

ときは、破損

あります。 

らかじめ試し洗

品、鼈甲、貝細

恐れがあります

洗浄しない。

は洗浄しない

があります。

は、直ちに使用

。 

していますの

など、汚れや水

して下さい。

ードなどの汚れ

6

があります。

てあります。

。物をぶつけ

れない。 

す。 

ます。 

やけど、火災

り、やけど、

ゴを入れて使用

があります。

損の恐れがある

洗浄をしてく

細工、真珠、

す。 

。 

使用を中止する

で、取扱いに

や水分が付着し

汚れを落として

けない。 

、故障の原因

火災、故障の

用する。 

るので注意する

ださい。 

メガネなどは

る。 

には充分注意し

していないこと

て保管して下さ

因になります。

の原因になりま

る。 

は洗浄しない。

してください。

とを確認して下

さい。 

 

 

 

ます。 

 

 

 

  

 

 

  

下さい。  

 

 

×

×

×

×
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５
６
０

４
０
０

３
０
０

35AS：450、50AS：600、75AS：900、100AS：1150

35AS：350、50AS：500、75AS：750、100AS：1000

漏電遮断器

3
5
A
S
・
5
0
A
S
・
7
5
A
S
：

8
1
1
、
1
0
0
A
S
：
8
1
9

35AS・50AS・75AS：73、100AS：81

3
5
A
S
・

5
0
A
S
・
7
5
A
S
：
1
5
1
、
1
0
0
A
S
：
1
5
9

リットル

時間・エラー表示

手動

自動

Ultrasonic Cleaner

洗浄 すすぎ 仕上げ

表示切替 給水 排水

ＵＳ-ＡＳ
設定

分

スタート
ストップ

【上部】 

【前面】 【側面】

排水口

給水口

操作パネル漏電遮断器

キャスター

本体

電源コード 

排水ホース

電源プラグ（アース付） 

排水ホース接続用ホースニップル 

すすぎ洗浄時の流量調節コック

給水配管接続口

洗浄槽

オーバーフロー

各部の名称 

各部の名称 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操

1 表示

2 手動運

3 自動運

4 設定ラン

5 時間表

6 水量表

7 洗浄ラン

8 すすぎラ

9 仕上げ

10 給水ラン

11 排水ラン

12 スタート

13 洗浄スイ

14 すすぎス

15 仕上げ

16 表示切

17 ＋スイッ

18 －スイッ

19 給水スイ

20 排水スイ

21 スタート

操作パ

漏電遮断器

操作パネル

転ランプ

転ランプ

ンプ

示ランプ

示ランプ

ンプ

ランプ

洗浄ランプ

ンプ

ンプ

ト／ストップラ

イッチ

スイッチ

洗浄スイッチ

替スイッチ

ッチ

ッチ

イッチ

イッチ

ト／ストップス

パネル・

器 

テストボタ

 月に１回動

ル 

6

5

18

1

各モ

手動

自動

自動

各動

自動

選択

選択

選択

選択

選択

ランプ 自動

自動

自動

チ 自動

設定
各設

各設

自動

自動

スイッチ
手動
自動

 

時間・エ

漏電遮

ン(灰色) 

動作確認を行って

入ボタン

 電源が

切ボタン

 電源が切

6 

5 

1

1

8 

7 

7 

モードの種類

動モードの設

動運転中に点

動運転設定中

動作の残り時

動運転時の給

択時および手

択時および手

択時および手

択時および手

択時および手

動運転および

動運転および

動運転および

動運転および

定、自動運転
設定時間、給

設定時間、給

動運転時の給

動運転時の排

動運転時の各
動運転および

リットル

ラー表示

洗浄 すす

表示

分

遮断器

て下さい。 

ン（青） 

が入ります。

（赤） 

切れます。

8 13 

2 3

14

8

類と時間およ

設定および運

点灯します。

中に点灯しま

時間および設

給水水量を設

手動運転中に

手動運転中に

手動運転中に

手動運転中に

手動運転中に

び手動運転中

び手動運転の

び手動運転の

び手動運転の

転、手動運転
給水量の加算を

給水量の減算を

給水量の設定

排水時間の設

各設定の記憶
び手動運転の

手動

自動

すぎ 仕上げ

示切替 給水

設定

159

16 104

び容量、工程

運転中に点灯

ます。

設定時間が表

設定する場合

に点灯、自動

に点灯、すす

に点灯、仕上

に点灯、給水

に点灯、排水

中に点灯しま

の洗浄時間の

のすすぎ洗浄

の仕上げ洗浄

転の切り替え
を行います。

を行います。

定および手動

設定および手

憶を行います
の開始、停止

Ultras

排水

110 19

程の残り時間

灯します。

表示される場

合に点灯しま

動洗浄動作中

すぎ洗浄動作

上げ洗浄動作

水中は点滅し

水中は点滅し

ます。

の設定を行い

浄時間の設定

浄時間の設定

を行います。
また、プログラ

また、プログラ

動運転時の給

手動運転時の

す。
止を行います

onic Cleaner

ＵＳ-ＡＳ

スタート
ストップ

20

間を表示しま

場合に点灯し

ます。

中は点滅しま

作中は点滅し

作中は点滅し

します。

します。

います。

定を行います

定を行います

。
ラム選択にも

ラム選択にも

給水を行いま

の排水を行

す。

12 

21 

ます。

します。

ます。

します。

します。

す。

す。

も使用します。

も使用します。

ます。

います。

。

。

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使

1

（1）設置場所

設置場所は機

設置に当たっ

○屋内に設置

○設置すると

○高温や湿気

○周囲に可燃

○周囲に腐食

○水のかか

○風通しの良

○水平で振動

○自在キャス

○アジャス

（2）排水ホー

①本機背面の

②排水ホース

（3）給水配管

・本機背面の

※注意  

     

     

     

 

本

 

本

い

※

 

最

 

無

 

水

ま

使い方

1．設 置

所 

機器の性能、寿

っては次のよ

置してくださ

ときは、本体背

気、埃のない場

燃性の液体や

食性ガスなどが

らない場所へ設

良い場所へ設置

動や衝撃のな

スターの場合

ト脚の場合は

ースの接続 

の排水口に排水

ス接続用ホー

管の接続   

の給水接続口

・オーバーフ

・本機の材質

・弊社製洗浄液

お客様のご責

・使用後は安全

本機に水をかけ
・ショート、感

本機洗浄槽へ洗

い。 

・有機溶剤を使

・pHに関係な

・本機の材質は

※お客様のご責
さい。 

最低水位（洗浄
・側面にある超

無人の場所で本

・不具合が生じ

水道配管からの

ます。予め給水

方 

置 

寿命などに大

うな点にご注

い。 

背面と壁など

場所へ置いて

ガスなどがな

がない場所に

設置してくだ

置してくださ

いしっかりと

は、ストッパ

、先端を回転

水ホース接続

スニップルへ

※安全のため

に標準の給水

ローを塞ぐこ

は仕様の項目

液USC-700シ

責任でその他

全のため給水

けない。また、
感電、火災の原

洗浄液を直接入

使用すると、破

く使用する洗

は仕様の項目に

責任でその他の

浄槽底面より水
超音波振動子の

本機の使用は

じた際、本機を

の給水の場合、

水配管接続の際

 

大きく影響しま

注意ください。

どの間に10 ㎝以

ください。

い場所に設置

設置してくだ

ださい。 

い。 

した場所へ設

パーで車輪が動

転させてガタつ

続用ホースニッ

へ排水ホースを

め給水接続工事

水ホースを接続

とやゴミを付

に記載してい

シリーズ及び、

他の洗浄液を使

水設備側の元栓

、洗浄槽から水
原因になります

入れる場合は

破損や爆発の恐

洗浄液によって

に記載していま

の洗浄液を使用

水深100 mm）
の破損、故障の

しないこと。

をそのまま放置

、水道配管中

際には、スト

9

ます。 

 

以上のすきま

置してください

ださい。 

設置してくださ

動かないように

つきがないよう

ップルを接続し

を接続し、もう

事は、専門業者

続して下さい。

付着させて使用

います。 

水以外の洗浄

使用する場合は

栓を必ず締めて

警告
水をあふれさ
す。 

、弊社製洗浄

恐れがありま

ては、本機の破

ます。 

用する場合は

以上は、水を
の原因になり

置すると火災

注意
中の不純物が流

レーナー等の

を開けてくだ

い。 

さい。 

に固定して下さ

うに調整してく

します。 

う片方を設置場

者の専用配管

 

用すると水があ

浄液を使用しな

は、洗浄液のメ

て下さい。 

告 

せない。 

浄液USC-700シ

す。 

破損や故障の原

は、必ず使用す

を必ず入れる。
ます。 

の恐れがあり

意 

流れ込み、稀に

のフィルターの

ださい。 

さい。 

ください。 

場所の設備側排

の使用をお勧

あふれる恐れが

ないで下さい。

メーカにご確認

シリーズ及び、

原因になります

する洗浄液のメ

 

ます。 

に電磁弁の開閉

の設置をお勧め

排水溝に接続し

勧めします。 

があります。 

 

認の上ご使用く

水以外の洗浄

す。 

メーカにご確認

閉に影響を与え

めいたします。

してください。

ください。 

浄液を使用しな

認の上ご使用下

える場合があ

 

。 

な

下

り



 

 

 

 

 

(

 

 

 

(

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2

使

(1)電源コード

 US－35AS,

US－100AS

 

指

■

■

 

 

必

 

ア

(2) 洗浄物の投

①洗浄槽に

 ②洗浄物の

 

規

 

洗

2．準 備

使い方

ドの接続 

,50AS,75AS：

S：電源コード

指定された電源

■US-35AS、50

■US-100AS …

・消費電力は仕

容量の確保で

・火災や漏電、

必ず接地（ D種

・アースを接続

・アースを接続

アース線および

・保護されてい

・火災や故障の

・詳しくは販売

投入 

に必ず付属のス

の質量は下記

規定質量以上の
・洗浄槽やスノ

洗浄物を勢いよ
・軽いものであ

US-3

US-5

US-7

US-1

備 

方 

アース付3 P

ドは、ブレーカ

源に必ず単独で

0AS、75AS … 

… AC 200 V（単

仕様の欄に記載

できる電源を使

、故障の原因に

種接地工事の

続しないと火災

続しないと他の

びアース端子は

いない他の機器

の原因になりま

売店または電気

スノコまたは

に示す範囲内

スノコ 

の洗浄物を入れ
ノコ、洗浄カゴ

よく入れない。
あっても、洗浄

 

5AS 約5㎏

0AS 約5㎏

5AS 約5㎏

00AS 約5㎏

電源プラグを

カに直接接続す

で接続する。

AC 100 V 15

単相）15 A以上

載してあります

使用してくだ

になります。

のアース）に接

災や感電、故障

の機器への雑音

は、漏電遮断器

器が漏電した場

ます。 

気工事店にご相

は洗浄カゴを入

としてくださ

      

れない。洗浄槽
ゴが破損する恐

。 
浄槽やスノコ、

㎏まで 

㎏まで 

㎏まで 

㎏まで 

10

を、アース付き

するか、設置場

警告

A以上（ D種

上( D種接地工

す。 

さい。 

接続する。 

障の原因とな

音の原因とな

器で保護され

場合、本装置

相談ください

入れて使用して

さい。 

      

※1：合計の質

警告
槽の縁に重い
恐れがありま

注意

、洗浄カゴを

US-35A

US-50A

US-75A

US-100

き電源コンセン

場所指定のコン

告 

種接地工事のア

工事のアース付

ります。 

ります。 

れていない他の

置に危険電圧が

。 

てください。

 洗浄カゴ

質量です。付属の洗浄カゴ1つ

告 

い物を乗せない
す。 

意 

破損する恐れ

AS 約5㎏ま

AS 約5㎏ま

AS 約10㎏

0AS 約10㎏

ントに単独で差

ンセント等に単

アース付き）の

付き)の電源 

の機器と共用し

がかかります。

につき、約5 kgとなります。

い。 

れがあります。

まで 

まで 

㎏まで※1

㎏まで※1

差し込んでくだ

単独で接続し

の電源 

しない。 

 

 

 

ださい。 

てください。 



 

 

 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使

3

◆操作概略フ

      

     手

      

      

      

 

操

 

操

使い方

3．運 転

■下

 ○

 ○

 ○

 ○

 ○

設定プログラ

内容で運転を

ロー 

     

手動運転   

      

   Yes 

     N

操作スイッチを

・故障の原因に

操作スイッチを

・破損、故障の

方 

転 

電源投

（漏電遮断

運転モー

選択

下記運転を単独

○給水 

○排水 

○洗浄 

○すすぎ洗浄 

○仕上げ洗浄 

運転

電源O

（漏電遮断器

ラム 

を実施 

『表示切替』

     

     

No 

を強く押さない

になります。 

を硬い物や尖っ

の原因になりま

 

投入 

断器 ON） 

ードの

択 

独で行う 

？ 

OFF 

器 OFF）

スイッチにて

 自動運転

※すすぎ洗浄

い。 

った物で押さ

ます。 

■自動運転

①運転プログ

 （加算及び

②スタート／

 →運転の開

  ○洗浄[給

    ↓ 

  ○すすぎ

    ↓ 

○仕上げ

    ↓ 

 →洗浄の終

11

て選択 

      

浄は給水を行い

注意

ない。物をぶ

グラムの選択

び減算スイッチ

／ストップスイ

開始 

給水→超音波

ぎ洗浄[給水→

げ洗浄[給水→

終了 

      

いながら超音波

意 

ぶつけない。

チにて選択）

イッチを押す

波→排水] 

→超音波→排水

→超音波→排水

      

波洗浄を実施し

水] 

水] 

 設定 

します。 

■運転内容の

①運転プログ

 （ P.1 ～

②各項目の設

 ・洗浄時間

 ・すすぎ時

 ・仕上げ洗

 ・給水量

 ・排水時間

※設定内容の

 各項目の移

の設定 

グラムの選択

～ P.9 ） 

設定 

間（分） 

時間（分） 

洗浄時間（分

（リットル）

間（分） 

の記憶 

移動時に記憶

） 



 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使
◆電源の投入 

・漏電遮断器

 

漏

 

漏

 

漏

 

 

漏

 

 

・『表示』に

◆自動運転 

①実施したい

②設定を変更

 ・『スター

 ・運転中は

 ※給水時の

それ以外

③運転を中止

 ・運転を中

使い方

器の『入』ボ

漏電遮断器は、
・感電やけがを

漏電遮断器は、
・火災や感電、

漏電遮断器が作

・漏電遮断器が

機器の状態を

上で再使用し

・漏電遮断器が

漏電遮断器は月

・月に1回テス

漏電遮断器が

※通電されて

には前回最後に

い運転プログ

更する必要の

ート／ストップ

は現在行って

の『表示』は

外の動作時の

止する場合は

中止し、開始前

方 

表示 

タンを押しま

、濡れた手で操
をする恐れがあ

、硬い物や尖っ
、故障、破損の

作動したときは

が作動したとき

を点検し異常の

してください。

が時々作動する

月に1回動作確

ストボタンを押

が動作しない場

ていないと漏電

に設定されてい

ラムNo.を『＋

ない場合はこ

プ』ランプが点

いる動作のラ

、『 on 』とな

『表示』は、

、『スタート／

前の状態に表

 

時間・エラー

入ボタ

す。 

操作しない。
あります。 

った物で押さ
の原因となりま

は、点検、動作

きは、漏電、過

のないことを確

。 

る場合は故障で

確認する。 

押して動作確認

場合は故障です

電遮断器は作動

いた運転プログ

＋』スイッチ、

の状態で『ス

点灯し運転を開

ンプが点滅し

なります。 

工程の残り時

／ストップ』ス

表示が戻ります

リットル

ー表示

手動

自動

洗浄 すすぎ

表示切替

設定

分

タン 

12

警告

ない。物をぶ
ます。 

注意
作確認をする

過負荷、回路

確認後『入』

ですので使用

認を行ってく

すので使用を

動しません。

グラムNo.が表

、『－』スイッ

スタート／スト

開始します。

します。 

時間の表示とな

スイッチを押

す。 

仕上げ

給水 排水

告 

ぶつけない。

意 

る。 

路のショート等

ボタンを押し

を中止し、販

ださい。 

中止し、販売

表示されます。

ッチで選択しま

トップ』スイッ

なります。 

して下さい。

Ultrasonic Cleane

水

ＵＳ-ＡＳ

スタート
ストップ

自動運転ランプ

等が考えられま

し、テストボタ

販売店にご相談

売店にご相談く

 

ます。 

ッチを押します

er

Ｓ

プ

ます。 

タンによる動作

談ください。 

ださい。 

す。 

作確認を行ったた



 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使
◆手動運転 

①『表示切替

 □洗浄 

  ・『洗浄

  ・『スタ

 □すすぎ洗

  ・『すす

  ・『スタ

 □仕上げ洗

  ・『仕上

  ・『スタ

  ※但し、

 □給水 

  ・『給水

  ・『スタ

・再び

  注）給水

液の

 □排水 

  ・『排水

  ・『スタ

・再び

 

漏

 

洗

洗

 

最

 

漏

 

使

 

長

使い方

替』スイッチ

浄』スイッチを

タート／ストッ

洗浄 

すぎ』スイッチ

タート／ストッ

洗浄 

上げ洗浄』スイ

タート／ストッ

、仕上げ洗浄

水』スイッチを

タート／ストッ

『スタート／

水スイッチを

の漏洩、本機

水』スイッチを

タート／ストッ

『スタート／

漏電遮断器は、

・感電やけがを

洗浄槽に水が入

洗浄中は絶対に

・異常加熱し、

最低水位（洗浄

・側面にある超

漏電遮断器は、

・火災や感電、

使用中や使用直
・やけどの恐れ

長時間連続で洗
・この様な時は

方 

を押して、手

を押し『洗浄ラ

ップ』スイッチ

チを押し、『＋

ップ』スイッチ

イッチを押し、

ップ』スイッチ

の単独動作は

を押すと『給水

ップ』スイッチ

ストップ』ス

押したまま放

機の故障の原因

を押すと『排水

ップ』スイッチ

ストップ』ス

、濡れた手で操

をする恐れがあ

入っていない状

に排水をしない

、やけどや故障

浄槽底面より水

超音波振動子の

、硬い物や尖っ

、故障、破損の

直後に高温部
れがあります。

洗浄運転してい
は運転を停止

 

時

手動運転ランプ

ランプ』を点灯

チを押すと洗浄

』スイッチ、

チを押すとすす

『＋』スイッ

チを押すと仕上

は洗浄の単独動

水ランプ』が点

チを押すと給水

イッチを押し

放置すると、液

因となりますの

水ランプ』が点

チを押すと排水

イッチを押し

操作しない。

あります。 

状態では絶対

い。 

障の原因にな

水深100 mm）

の破損、故障の

った物で押さ

の原因となりま

（洗浄槽）に触
。 

いると本機内部
し、しばらく待

リットル

時間・エラー表示

洗浄 す

表示

分

13

プを点灯させま

灯させ、『＋』

浄を開始します

『－』スイッチ

すぎ洗浄を開始

ッチ、『－』スイ

上げ洗浄を開始

動作と同じにな

点灯します。

水を開始します

し給水を停止し

液が給水された

ので、必ず停止

点灯します。

水を開始します

し排水を停止し

警告

に使用しない

ります。 

以上は、水を

の原因になり

ない。物をぶ

ます。 

注意
触れない。

部の温度が上
待ってから再

ル 手動

自動

すすぎ 仕上げ

示切替 給水

設定

ます。 

スイッチ、『－

す。 

チですすぎ時間

始します。 

イッチで仕上げ

始します。 

なります。 

す。 

します。 

たままになりま

止動作を行って

す。（排水経路

します。（排水経

告 

い。（空焚き）

を必ず入れる。

ます。 

ぶつけない。

意

上がり、加熱防
再びご使用下さ

Ultrasonic 

排水

Ｕ

スタ
ス

－』スイッチで

間を設定します

げ洗浄時間を設

ます。 

てください。 

路のモータバル

経路のモータバ

 

防止装置が動作
い。 

Cleaner

Ｓ-ＡＳ

タート
トップ

で洗浄時間を

す。 

設定します。

ルブが開きます

バルブが閉じ

作します。 

設定します。

 

す。） 

ます。） 

 



 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使
◆自動運転の設

①『表示切替

②設定を変更

③設定したい

 ・スイッチ

④『＋』スイ

⑤選択した値

※設定内容

⑥設定を行い

設

洗浄時

すすぎ

仕上げ

運転プ

給水量

排水時

 ※給水量

  給水量設

  給水量は

  排水時間

 ※すすぎ洗

  必ずオー

恐れがあ

◆運転の終了 

洗浄が終了す

・終了時にブ

・この状態で

使い方
設定 

替』スイッチ

更したい運転

い項目のスイ

チ上のランプが

イッチ、『－』

値に問題がな

容は、各スイ

いたい項目が

設定項目

時間

時間

げ洗浄時間

プログラムNo

量

時間

・排水時間の設

設定がされて

は最低水位以上

間は水が全て排

洗浄時の給水量

ーバーフローの

あります。 

すると運転開始

ブザーが「ピー

で『スタート／

方 

切ボタン 

を押して、『設

プログラムNo

ッチを押しま

が点灯し、現

スイッチで値

ければ、『表示

ッチ（洗浄、

なくなるまで

0 ～ 99分

0 ～ 99分

0 ～ 99分

o. P.1 ～ P.9

0 L ～ 99

0 ～ 99分

設定について

いないと、空

上（洗浄槽底

排水されるよ

量は本機背面

の排水能力以

始前の状態に

ー・ピー・ピ

／ストップ』

 

設定』ランプを

o.を『＋』スイ

す。 

現在の設定値が

値を変更します

示切替』スイッ

すすぎ、仕上

②、③、④、

設定値

分（1分刻み）

分（1分刻み）

分（1分刻み）

9（9種類）

9 L（1L刻み）

分（1分刻み）

空焚き状態とな

底面より水深10

う設定してく

の流量調節コ

以下の流量に調

表示が戻りま

ピー」と鳴って

スイッチを押

14

を点灯させます

イッチ、『－』

が表示されます

す。 

ッチを押して、

上げ、給水、排

⑤を繰り返し

0分

0分

0分

電

0 

0分

なり、本機の故

00mm以上）、オ

ださい。 

ックにて調整

調節してくださ

ます。 

て洗浄を停止し

押すと再び洗浄

す。 

スイッチで選

す。 

、『自動運転』

排水、表示切替

します。 

分設定時は

分設定時は

分設定時は

電源投入時は

L設定時は給

分設定時は

故障に繋がりま

オーバーフロー

整します。 

さい。排水能力

します。 

浄を開始するこ

選択します。 

ランプを点灯

替）を押した際

備　　　

洗浄工程をス

すすぎ工程を

仕上げ洗浄

は必ずP.1に戻

給水工程をス

排水工程をス

ます。（必ず設定

ー以下の水量で

力以上の流量の

ことができます

灯させます。 

際に、記憶され

考

スキップしま

をスキップし

浄工程をスキッ

戻ります。

スキップしま

スキップしま

定してくださ

で止まるよう

の場合、洗浄槽

す。 

れます。 

ます。

します。

ップします。

す。

ます。

い。） 

設定してくだ

槽から水があふ

 

ださい。 

ふれる



 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

◆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使
◆ご注意 

・排水口の

 目皿のゴ

・万一、排水

・排水ホース

 折れ曲がっ

 

本

 

無

 

排

 

排

 

排

 

水

ま

◆エラー表示に

・自動運転中

・『 E1 』表

・異常時のブ

※大元の給水

 また、給水

 給水口にス

 

エ

エ

 

給

給

使い方

目皿にゴミが付

ミを取り除き

水管がつまっ

スが折れ曲が

っていないか定

本機に水をかけ
・ショート、感

無人の場所で本

・不具合が生じ

排水口につまる

・排水ができな

排水ホースをつ

・排水ができな

排水口がつまっ

・配管が破損し

・販売店にご相

水道配管からの

ます。 

・予めストレー

たします。 

について 

中の給水工程

表示が点灯した

ブザー音の解

水設備のバル

水ホース等に異

ストレーナー等

エラー表示が出

エラーが解除さ

給水設備の元栓

給水側の経路が

方 

付着している

、清掃を心が

た時は棒など

っていると排

定期的に確認

けない。また、
感電、火災の原

本機の使用は

じた際、本機を

る恐れのあるゴ

なくなります。

つぶしたり折曲

なくなります。

ったときは棒な

し、漏水、シ

相談ください。

の給水の場合、

ーナー等のフ

で、設定した

た場合、同時に

除は、『スター

ブが『 開 』

異物が詰まっ

等のフィルタ

出た場合、本機

されます。 

栓が『 開 』に

が、異物等で塞

 

と排水が出来

がけて下さい。

どでつつかず、

排水できない場

認してください

、洗浄槽から水
原因になります

しないこと。

をそのまま放置

ゴミは流さな

。 

曲げたりしな

。 

などでつつか

ョート、感電、

。 

、水道配管中

ィルターを設

量の液が一定

にブザー音が鳴

ート／ストップ

になっている

ていないか確

ーを設置して

機の漏電遮断器

になっているか

塞がっていな

15

来なくなる恐れ

 

販売店にご相

場合があります

い。 

警告
水をあふれさ
す。 

置すると火災

注意
い。 

い。 

ない。 

、火災の原因

中の不純物が流

設置し、そのフ

定時間内に給水

鳴り続けます。

プ』スイッチを

るか確認して下

確認して下さい

ている場合、フ

注意
器を『 OFF 』

か確認して下

いか確認して

れがあります。

相談ください。

す。 

告 

せない。 

の恐れがあり

意 

になります。

流れ込み、稀に

フィルターを定

水されない場合

。（ピー） 

を1回押すこ

下さい。 

い。 

フィルターが詰

意 

』にし、再び漏

下さい。 

て下さい。 

 

 

ます。 

 

に電磁弁の開閉

定期的にメンテ

合、表示に『 E

とにより行えま

詰まっていない

漏電遮断器を

閉に影響を与え

テナンスするこ

E1 』表示が点

ます。 

いか確認して下

『 ON 』する

える場合があ

ことをお勧めい

点灯します。

下さい。 

ことにより、

り

い
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 修理を依頼される前に下記のことを確認してください。 

 それでも正常に動作しない場合は、販売店にご相談ください。 

 

 ★洗浄槽に水が溜まらない。 

＊手動運転で排水を実行させていませんか。 

＊電源が入った状態で、自動モードをスタートさせていますか。 

  ＊自動運転および手動運転時に、給水動作を行わない限り、排水のモータバルブは『 開 』の状態です。 

   但し、給水動作中に電源が落ちた場合、再度電源が『 入 』になる時の排水は、『 閉 』の状態です。 

 ★電源スイッチが入らない。 

＊電源プラグをきちんと差し込んでいますか。 

＊電源コードを接続しているブレーカの電源は『 入 』になっていますか。 

＊漏電遮断器の『 入 』は押されていますか。 

 ★『スタート／ストップスイッチ』を押しても洗浄が開始されない。 

＊電源コードを接続しているブレーカの電源は『 入 』になっていますか。 

＊漏電遮断器の『 切 』は押されていませんか。 

＊『時間表示』ランプ、『自動運転』ランプは点灯していますか。 

＊自動運転の各工程が『 0 』に設定されていませんか。 

 ★洗浄槽、洗浄液が熱くなる。 

＊超音波の振動により温度が上昇するためで、異常ではありません。 

 ★洗浄中に洗浄槽や本体にさわるとしびれる。 

＊電源プラグがアース付3Pのコンセントに接続されていますか。 

＊電源コードは、ブレーカ又は、工場指定のアース付きコンセントに接続されていますか。 

   ノイズフィルタが本体に接地されているので、微弱ながら電流が流れます。事故防止のため必ずアース線の接続を 

行ってください。 

   また、アースを取ってあっても、超音波により洗浄槽が振動していますので、しびれを感じますがこれは異常では 

   ありません。 

 ★洗浄中に洗浄が急に弱くなることや、止まってしまう。 

＊長時間連続で洗浄運転をしていると本体内部の温度が上がり、加熱防止装置が作動します。 

   このような時は運転を停止し、しばらく待ってから再びご使用ください。 

 ★排水ができない。 

  ＊排水口がつまっていませんか。 

  ＊排水ホースの先が排水口より高くなっていませんか。 

  ＊排水ホースがつぶされていませんか。 

  ＊手動モード時に排水されますか。 

  ＊自動モード時の『排水』設定時間が『 0分 』になっていませんか。 

 ★給水ができない。 

  ＊給水配管がつまっていませんか。 

  ＊大元の給水バルブは、『 開 』になっていますか。 

  ＊大元の給水圧力が低くなっていませんか。 

  ＊本機の電源は『 入 』になっていますか。 

  ＊手動モード時に給水されますか。 

  ＊自動モード時の『給水』設定量が『 0 L 』になっていませんか。 

 ★超音波洗浄ができない。 

  ＊手動モード時に『洗浄』、『すすぎ』、『仕上洗浄』のどれかを設定し、超音波洗浄が出来ますか。 

  ＊自動モード時の『洗浄』、『すすぎ』、『仕上洗浄』設定時間が『 0分 』になっていませんか。 

  ＊電源は『 入 』になっていますか。 

 ★『 E1 』表示が出る。 

  ＊給水行程中に、一定時間内部流量計に変化が表れない場合に表示されます。 

  ＊大元の給水設備のバルブが『 開 』になっているか確認して下さい。 

 

  

トラブルシューティング 

トラブルシューティング
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 ●ご使用中に異常が生じたときは、漏電遮断器の『 切 』を押してから差込プラグ又は電源コードを接続場所より取り外し

てから、お買い上げの販売店にご相談下さい。 

●その他ご不明の点は、お買い上げの販売店または、発売元にご相談ください。 

 ●指定された電源以外でお使いになった時及び、取扱説明書による使用方法以外の故障は、保証期間内でも原則として 

  有償修理になります。 

 ●保証期間経過後の修理については、販売店にご相談下さい。 

●保証期間経過後の修理は、修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有償修理いたします。 

●詳細は保証書をご覧ください。 

 ●製品を取り出した梱包箱は、修理のため弊社に返送していただく際に必要となります。 

 ●修理は国内での対応になります。 

●洗浄槽は消耗品です。ご使用による洗浄槽の劣化は有償修理となります。 

●修理サービスをご利用になる際は、弊社へ製品を送って頂く必要があります。詳しくは、お買い上げの販売店または、発

売元にご相談ください。 

 

 

 

 

●お手入れの前に本体や洗浄槽が熱くなっていないことを確認してください。 

 ●本体の汚れはぬるま湯か中性洗剤を含んだよく絞った柔らかい布できれいに拭き取ってください。 

  シンナー、ベンジン、アルカリ性洗剤、ベンゾール、アルコール、化学ぞうきんやミガキ粉などで拭かないでください。 

 ●ステンレスの洗浄槽は錆びにくい性質をもっていますが、次のような場合には錆が発生することがありますのでご使用 

  後は柔らかい布で洗浄槽をきれいに拭いてください。 

  ※錆びやすいものが槽に残っていたとき 

  ※赤錆の混じった水を使用し、赤錆が残っていたとき 

  ※異物などで槽が傷ついたとき 

  ※長時間、槽に水を入れて放置したとき 

 ●ご使用頂かない時、または日々の洗浄機ご使用後は、中の液を排水し液残りが無いように柔らかい布できれいに拭き取っ

てください。 

 ●漏電遮断器は月に1回の動作確認を実施して下さい。 

※通電されていないと漏電遮断器は作動しません。 

 ●給水配管に関してもご使用頂かない際は、給水配管を取り外し、内部の液を抜くようにして下さい。 

 ●使用されない場合は、本機漏電遮断器を『 切 』にして下さい。 

  また、電源プラグの場合はコンセントから抜き、電源コードがブレーカへ接続されている場合は、接続されているブレー

カの電源を『 OFF 』にして下さい。 

 

 

  

修理サービス 

修理サービス・メンテナンス 

メンテナンス 
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 US－35AS US－50AS US－75AS US－100AS 

電 源 AC 100 V  50-60 Hz 
AC 200 V（単相）  

50－60 Hz 

消 費 電 力 650 W 850 W 1250 W 1650 W 

発 振 38 kHz BLT自励発振 

高周波出力 480 W 720 W 960 W 1440 W 

外 形 寸 法 

(排水部分含まず) 
W450×D560×H811(㎜) W600×D560×H811(㎜) W900×D560×H811(㎜) W1150×D560×H819(㎜)

槽 寸 法 W350×D400×H300(㎜) W500×D400×H300(㎜) W750×D400×H300(㎜) W1000×D400×H300(㎜)

槽 容 量 35 L 50 L 75 L 100 L 

槽 水 深 250㎜ 

質 量 約53 ㎏ 約64 ㎏ 約78 ㎏ 約140 ㎏ 

洗 浄 時 間 

洗   浄：最大99分(1分刻みで設定可能) 

すすぎ洗浄：最大99分(1分刻みで設定可能) 

仕上げ洗浄：最大99分(1分刻みで設定可能) 

給 水 方 式 
通 常 給 水：電磁弁による開閉 

すすぎ給水 ：電磁弁による開閉（手動コックにより流量調整可能） 

排 水 方 式 モータバルブによる開閉 

使用環境温度 10～35℃ 

材質 

本 体 SUS430 

洗 浄 槽 SUS304 

洗浄カゴ SUS304 

ス ノ コ SUS304 

パッキン NBR、ノンアスベストパッキン 

給水ホース PVC、POM 

排水ホース PVC 

配 管 SUS、真鍮 

附 属 品 スノコ、洗浄カゴ、給水ホース（口金付） 

主 な 消 耗 品 洗浄槽一式（耐久：約3000時間） 

耐 用 年 数 約5年 

 

※：改良のため仕様および外観を予告なく変更することがあります。 

※：本機は防爆構造ではありません。 

※：使用頻度が多い場合、上記耐用年数よりも短期間で機器が消耗する可能性があります。 
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